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研究トピックス

良質のお茶を作るための草原“茶草場”
―茶草場というのは、どんな場所なのですか？

楠本：一部のお茶の産地では、お茶の色や味が良くな
るようにと秋から冬にかけて茶畑にススキなどを敷きま
す。この草を刈ってくる採草地が茶草場です。僕はこ
んな草原があることすら知りませんでしたから、2008
年に静岡県農林技術研究所の稲垣栄洋さんに紹介され
て、掛川市東山地区の茶草場を見たときには本当に
びっくりしました。さっそく、その年のうちに予備的な
植生調査をし、プロジェクト研究を申請しました。さ
らに、静岡県が持っている空中写真を使用して茶草場
の分布を調べてみると、調査対象とした東山地区には
茶草場が111ヘクタールもあり、茶畑の約65％にもな
ることがわかりました（右図）。
―ススキの間に貴重な植物が生えているのですか？

楠本：はい、絶滅危惧
ぐ

種に指定されているキキョウや
ノウルシのほか、カワラナデシコやツリガネニンジン、
オカトラノオ、ササユリなどが見つかりました。

以前は身近にあった絶滅危惧種
楠本：実はこれらの植物は、以前は身の回りに普通に
あったのです。農村では、化石燃料や化学肥料が使わ

れる前、色々なところに草が使われていました。人々
は、牛や馬に食べさせるためや、肥料として田んぼに
入れるために草を刈り、草原に牛や馬を放牧し、火入
れをしました。そうすることによって草原は維持され、
そこに草原性の植物や動物が住んでいました。けれど
も、化石燃料が使われるようになって農耕用の牛馬が
必要なくなり、化学肥料が普及して草を肥料にすること
もなくなると、人が定期的に管理していたそういった

「半自然草地」は激減し、そこに住む生きものたちも絶
滅に瀕

ひん

してしまいました。

掛川市東山地区の茶園と茶草場の分布
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茶園と隣接する茶草場（茶畑の奥）

「貴重な草原がまだこんなに残されているとは…」

一面に広がるススキの草原を目の前にして、楠本は驚きを隠せ
なかった。その草原には、キキョウやノウルシなど、かつては
身近にありながら今は絶滅が心配される植物が多く見られたのだ。
この草原“茶草場（ちゃぐさば）”に関する研究について、
生物多様性研究領域の楠本良延主任研究員に話を聞いた。
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―半自然草地はどのくらいあったのですか？

楠本：1950年代の写真から面積を測定した研究では、
日本の国土の10％が半自然草地であったと言われてい
ます。一番多い時には国土の3割ぐらいがそうであっ
たと推定する人もいます。それが、今では2 ～ 3％に
なってしまいました。
―半自然草地がなくなると、そこに住む生きものは絶
滅してしまうのでしょうか？

楠本：生息場所が無くなるわけですから、絶滅してし
まうことになりかねません。かつて身近に見られた草
原性の動植物で絶滅に直面している種が多く知られて
います。
　昔、これらの動植物は、川がたえず氾

はん

濫
らん

してできる
草原や山の地滑り地帯などで、多くはないけれど自然
の中に一定の割合で生息していたのでしょう。人間が
農業を始めると、草原が拡大し生息地が広がりました。
化石燃料や化学肥料が使われると、今度は草原が少な
くなりましたが、本来の自然の生息地に戻れるかという
と、実は戻るところは極端に少なくなっています。河川
にはダムや堤防が作られ、川がたえず氾濫してできる草
原はなく、山の地滑り地帯も土留めの工事がされていま
す。農村の草原というのは代替の生息地だったわけで
すが、それがなくなれば絶滅が加速するでしょう。

副次的に守られていることが大切
―けれども、化石燃料や化学肥料を使わない農業に
は戻れないですよね。

楠本：戻ることは難しいですし、その必要はないと思
いますが、少しの努力で守ることができる半自然草地
があります。茶草場もその一つで、守るには今の農業
を続ければいいわけです。
　貴重な自然を守るために、自然保護活動では囲って
しまって人を入れないようにします。山奥や島

とう

嶼
しょ

の自然
はそれでもいいのですが、人間の管理が必要なところ
を囲ってしまうのは、やっぱり無理があります。草刈り
が必要なときに、ボランティアなどで刈り取りを行うの
ですが、経済的な理由で続けられなくなったり、活動
主体がなくなってしまったりすることがよく起こります。
茶草場は、お茶の栽培によって守られているので、す
ぐにはなくなりません。農業など他の要因によって副
次的に守られていることが、実はとても大事なのです。

ずっと茶草場だったところの多様性が高い
―茶草場でどんな調査をしているのですか？

楠本：2008年の予備調査で、茶草場によって希少な

種の有無や密度に違いがあることがわかりました。プ
ロジェクト研究では、希少な種はどのような茶草場に
いて、どうしてそこにいられるのか、しくみを調べたい
と考えています。昨年（2009年）は、茶草場50地点
と、比較の対象としてススキが優先する造成跡地など
10地点を選び、そこにあるすべての植物名と被度や草
高を記録しました。また、土壌の水分やpH、窒素量、
光環境や傾斜の様子も調べ、土地所有者からは管理実
態や土地改変の履歴を聞きました。
―結果はどうでしたか？

楠本：調査地点は植物群落の特徴から、5つのグルー
プに分けられました（下図）。グループ1とグループ2
は、草原性の在来種が豊富で、絶滅危惧種や希少種も
見られました。主に共有の茶草場として利用されてき
た面積の広い草原で、土壌pHが低く、土地改変が行
われていないという特徴がありました。
　グループ3 ～ 5は絶滅危惧種や希少種がまったく見
られず、在来種の多様性も低い草原でした。グループ
3は造成跡地、グループ4は水田跡地で、セイタカア
ワダチソウなどたくさんの外来植物が侵入していました。
グループ5は、茶園のわきにある細長くて多様性の低い
ススキ草原でした。
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　次に、在来種の多様性がどんな環境要因の影響を受
けるのかを解析してみると、大部分は土地改変などの
攪
かく

乱要因で説明できることがわかりました（下図）。
―土地改変とは具体的には何ですか？

楠本：造成や耕起、客土などです。茶草場として長く
利用されてきた場所は、土壌の酸性が強く在来種が多
い、それが土木工事をしたり耕起や施肥をしたりする
と、土壌pHが上がって外来植物が好む場所になって
しまうのです。

数千年間、ずっと草原だった？
―その影響はどのくらい続くのでしょう？

楠本：どのくらい経つと土壌の状態が元に戻るかは、
まだわかっていません。それも調べたいですね。土地
改変の影響はもうひとつ考えられます。在来植物でも
種
たね

を広く飛ばすススキやチガヤはどこにでもありますが、
絶滅が心配されている植物は、種をその場に落とすも
のが多い。子孫も同じ場所で育つ、場所に依存するタ
イプです。分布を広げるスピードが遅いものだから、
客土をしたり農耕地にしたりして一度その種がなくなると
ほかの場所から入ってくるのにとても時間がかかる。
―では、絶滅危惧種の見られる草原はどのくらい昔
からあるのでしょう？

楠本：60年くらい前に米軍が撮った掛川の写真がある

のですけれど、同じ場所に草原があります。それ以前
は確かめるすべがないのですが、明治の初めにお茶の
栽培が始まったとき、草はすでに、えさや肥料として
使われていたでしょうから、草原はおそらくその前か
ら続いていたと考えられます。僕は、数千年間続いて
いるのではないかと考えています。
―数千年もですか？

楠本：人間活動により作られた阿蘇のススキ草原は、
1万3千年前から継続していることがわかっています。
日本各地にあるススキ草原は、阿蘇ほど古くはないで
すが、農耕と一緒に日本中に広がったと考えられてい
ます。

生物多様性と農業の共存をめざして
―茶草場の研究を今後どのように進めていきたいですか？

楠本：多様性の高い草原でも面積が小さくなると多様
性が低下することが知られています。けれども、どの
くらいの面積があればどんな植物が生きていけるのか
はよくわかっていません。それがわかれば、何かの開
発計画があるときに「最低限、これくらいの面積は必
要です」と言うことができるので、ぜひ調べたいです
ね。それに、希少な植物を守るためにどんな管理が必
要なのかもよくわかっていません。刈り取りは年に1回
必要なのか2年に1回でも良いのかも調べようと考え
ています。掛川には、管理方法や履歴、大きさがさま
ざまな茶草場があり、研究を進めるのにとても良いサ
イトです。
―最後に、楠本さんの研究のめざすところを教えてく
ださい

楠本：人間とのかかわり合いによって生まれてきた自然
は、実はよくわかっていない部分がたくさんあります。
人間と生き物がこれらの自然の中でどのように関わり
合っているのかを調べ、生き物がそこに存在できるしく
みを理解したいですね。そして、将来、食料をきっち
り生産しながら、生き物たちと共存できる農業のあり方
を提示できればと考えています。
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